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サマリー 会社概要 ＆ 2022年9月期 第3四半期 要約

会社

サービス

住宅設備の長期保証サービスを運営

売上

ストック型収益により
10年先の売上が確保されている

利益

営業利益率38％(※)という
高営業利益率での運営

業績

売上高・利益ともに過去最高

通期業績予想に対する利益進捗は既に80％に到達

売上高

1,064 百万円 (115.0%)

営業利益

412 百万円 (103.5%)

経常利益

404 百万円 (100.7%)

当期純利益

264 百万円 (100.8%)

業績予想進捗率

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当期純利益

経常利益

営業利益

売上高 73.8%

80.6%

80.7%

80.1% 505 百万円

327 百万円

512 百万円

1,443 百万円

前期比

(※)2021年9月期実績



会社概要
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会社概要

会 社 名 ジャパンワランティサポート株式会社

代 表 者 代表取締役社長 庄司武史

設 立 2010年3月

決 算 日 9月30日

本社所在地
東京都千代田区大手町2-1-1 
大手町野村ビル7F

資 本 金 83,176,800円

会社概要

従 業 員 数 27名 （2022年7月末 現在）

事 業 内 容
住宅設備機器の故障による修理対応や不具合の解決
をサポートする「あんしん修理サポート」等の運営

取 引 先
住宅関連会社、電力会社グループ企業、量販店、
ホームセンター、ECサイト、大手損害保険会社など

拠 点

東京本社
名古屋本部
大阪営業所
カスタマーサポート(名古屋本部内)

経営理念

困っている人に「あんしん」を届けることで社会に貢献する！

～ Quality of Life ～

住宅設備機器の延長保証事業を展開
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サービス紹介

家の新品住宅設備機器の故障を最長10年間にわたり保証する、延長保証サービス

システムキッチン システムバス

エアコン

温水洗浄便座
洗面化粧台

ガス給湯器/
エコキュートなど

あんしん修理サポート

カギ・水まわり・ガラスのトラブル対応を
行う緊急駆け付けサービス

あんしん住宅サポート24h リユース修理サポート

中古住宅設備機器の延長保証サービス

対象機器一例

住宅設備の延長保証を中心とするサービスラインアップ
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小規模組織ながら営業利益率38％(21/9期)と、効率的な営業展開

保険契約

会
員

保証料支払

提携企業
(保証主体)

ハウスメーカー、量販店等

住宅設備
メーカー

損
害
保
険
会
社

保険料支払

故障・不具合の連絡

修理依頼

修理実施 保険金支払

会員証発行 業務委託料支払

業務委託契約

修理費支払

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

当

社

※特定の提携企業と製品

国内ほぼすべてのメーカーと連携

※保険契約については提携企業からの要望、取扱製品の故障リスク等を鑑み、修理費用のリスクヘッジのため
一部の提携企業と製品を対象に保証期間と同一の保険期間の保険契約を損害保険会社と締結しております

BtoBtoCのビジネスモデル事業系統図
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ストック型収益により、この先10年間の売上を確保

(※)事務手数料は会員登録、会員証発行等初月に発生する事務工数に対する手数料売上

売上計上

￥100

事務手数料業務受託料 按分計上保証月数÷ ＝

(最大120カ月目まで継続)

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

保証登録月 2カ月目 3カ月目 4カ月目 5カ月目 6カ月目

ストック売上

按分計上

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

売上計上

￥100

ストック売上
(一例) 業務受託料12,900円、保証期間10年の場合

￥12,900 ￥900 120カ月 ￥100

売上は最長10年按分計上売上モデル
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ストック売上高も順調に右肩上がり

350

521

742

1,057

1,251

1,443
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2017年9月期 2018年9月期 2019年9月期 2020年9月期 2021年9月期 2022年9月期
(予想)

売上高
（百万円）

ストック型収益により、安定成長が続くビジネスモデル売上高推移

ストック売上高(前受収益取崩額) その他

売上高推移



2022年9月期上期 振り返り
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2022年9月期
第2四半期累計

YoY※ 2022年9月期 通期予想

増減額 前期比 通期予想 進捗率

売上高 699 +90 114.8% 1,443 48.5%

営業利益 270 +20 108.0% 512 52.9%

経常利益 272 +20 108.4% 505 53.9%

当期純利益 178 +17 111.3% 327 54.4%

※2021年9月期第2四半期は四半期財務諸表を作成していないため参考値

ストック型収益により増収を続けており、YoYは増収増益
通期進捗も好調

(百万円)

売上・利益ともに過去最高
上期

振り返り



2022年9月期第3四半期 業績
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2022年9月期
第3四半期累計

YoY※

増減額 前期比

売上高 1,064 +139 115.0%

営業利益 412 +14 103.5%

経常利益 404 +3 100.7%

当期純利益 264 +1 100.8%

※2021年9月期第3四半期は四半期財務諸表を作成していないため参考値

今後の成長戦略の核となるBPO事業が先行スタートし、売上高は前年比二桁成長

IPOに係る一時的な費用が発生しながらも、引き続き増収増益
(百万円)

営業外費用

上場関連費用12,936千円を計上 (内訳：主幹事証券成功報酬、監査法人コンフォートレター、株式会社東京証券取引所 新規上場料 等)

第3四半期累計期間における営業外収支は-8,108千円(前期は+2,939千円) となった。

YoYで増収増益、売上・利益ともに過去最高を更新中
第3四半期

業績

売上高

メイン事業であるあんしん修理サポートに加えあんしん住宅サポート24h、リユース修理サポートの拡大が進んだ。

また、今後の成長戦略の核となるBPO事業も一部事業者へ先行スタートし、2百万円の売上となった。
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884

1,082

1,310
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1,400

保証期間終了の会員もいるものの、ハウスメーカー・リフォームを中心に新規会員獲得は好調

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2020年9月期 2021年9月期 2022年9月期

（千件）

+21.1%+21.1%

ストック売上の前提となる有効会員数は順調な成長を維持
KPI

有効会員数
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5,664

6,745

7,556

4,000
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5,000
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6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

（百万円）

75億円がこの先10年間の売上の源泉となり、安定成長を下支え

1Q 2Q 3Q
(※)

4Q 1Q 2Q 3Q
(※)

4Q 1Q 2Q 3Q

2020年9月期 2021年9月期 2022年9月期

※2020年9月期第3四半期,2021年9月期第3四半期は四半期財務諸表を作成していないため参考値

+21.1%+12.0%

前受収益・長期前受収益残高は75億円を突破
前受収益

残高



2022年9月期 業績予想
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2022年9月期

通期(予想)

2022年9月期

第3四半期累計
進捗率

売上高 1,443 1,064 73.8%

営業利益 512 412 80.6%

経常利益 505 404 80.1%

当期純利益 327 264 80.7%

(百万円)

売上高・利益ともに過去最高となる見通し

季節性要因がなく、第3四半期はIPO関連費用が大きく発生する中で利益は既に80％の進捗

第2四半期に引き続き通期予想に対する進捗は好調業績予想



優位性と今後の戦略
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ワンストップ対応によるスピードと柔軟性

意思決定・商品開発のスピード
KPI管理とマニュアル化された営業活動により行動量の一定化が図られており、提携企業との意思疎通を深く行っています。
各種システムの導入、オリジナルアプリのリリースなど、全社的に経営理念、社訓、行動指針が浸透しているため、営業が
くみ取ったニーズを元に、スピーディな意思決定・商品開発が可能です。

優位性
1

一例

顧客管理システム 伝票発行システム 会員向けアプリ

事例
今後の会員増及び情報の網羅性、
正確性確保のためにオリジナル
顧客管理システムを導入

紙の複写伝票が必要という提携
企業に対し、複写伝票発行シス
テムを構築

いざという時に会員証が見つか
らないという会員様の声、紙の
会員証の代替(SDGsへの貢献)、
その他利便性向上のためアプリ
をリリース

開発期間 4か月 2か月 3か月

創業以来、延長保証サービスに関わる一連の業務を自社運営してきたことによる

スピードと柔軟性、独自ノウハウ
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多様な申込みが可能

提携企業で保有する顧客情報を出力し、
そのままのデータで登録が可能。

FAXは提携企業の要望に応じてカスタマ
イズした書式の作成が可能。当該企業専
用パックプランも書式に組み込むなど、
シンプルで記入者が分かりやすい。

A社の場合

only

延長保証申込の方法は定型FAXと
webのみ。
保証会社の定型書式に合わせて情報
を出力する必要がある。

なら

対応の柔軟性

コール対応の独自ノウハウ

延長保証サービスの核となるコール対応において独自ノウハウをマニュアル化し、全ての不具合を修理手配するのではなく、
電話口での解決や保証対象の判定を可能としています。

一例

ワンストップ対応によるスピードと柔軟性優位性
1
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2017年

9月期

2018年

9月期

2019年

9月期

2020年

9月期

2021年

9月期

（社）

提携企業数

オール電化販売店
工務店

リフォーム会社

ホームセンター

電力/ガス系会社
商社・EC

ハウスメーカー
マンションビルダー

メーカー
量販店

「狙いを定めた業界を徹底的に営業し、その業界でNo1の実績を作る」という勝ちパターンにより

提携企業は2,000社超

挑戦による成長実績 ～提携企業の拡充～優位性
2
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グループ会社

東証プライム市場 上場企業であるジャパンベストレスキューシステム株式会社の

グループ会社として、様々なサービスとのシナジーを実現

ストックビジネスの安定性＋グループ力優位性
3
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時間

3．保証事業からの進化
新規ドメインへの参入・海外進出

２．戸建て管理事業の展開

１．住宅設備の延長保証サービス国内圧倒的No.1の確立
10/9期～

24/9期～

23/9期～

Phase 1

Phase 2 

Phase 3

現在

22/9期 24/9期 26/9期25/9期23/9期

ストック

フロー

ストック ＋ フロー

ストックビジネスの安定性に加え、フロービジネスでの大幅成長を計画

AI/DXの力を導入し、フロービジネスに本格挑戦成長戦略
サマリー
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C社

カスタム可能型
サービス柔軟性 大

提携企業のニーズに合わせたサービスフロー

保証特化型

パッケージ型
サービス柔軟性 小

定型サービス

ALL IN型

（延長保証サービスに限定しない）

建物メンテナンスなど戸建てに関する多様なサービス

延長保証サービスを
柔軟に運営

戸建て管理会社

パッケージ型
延長保証サービス

「よくある困りごと」の解決サービス
E社

D社

B社

A社

※当社調べ

延長保証サービスに特化

柔軟性は維持したまま
ALL IN型へ移行

強みを武器に多様なサービス展開を行い、戸建て管理会社へ移行

強みは維持したまま更なる独自ポジションへポジショニング
マップ



参考資料
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当社は「SDGs（持続可能な開発目標）※」の課題解決を重要な経営課題と捉え、国際社会が追求する社会課
題の解決に貢献することにより、企業価値の向上と持続的な社会の実現に取り組んでおります。

※ Sustainable Development Goals の略称で、2030年までの達成を目指して、豊かで活力のある未来を創るための17のゴールと169のターゲットを定め、2015年に国連で採択された
世界規模の取り組み。

今後も当社の全従業員が SDGsに一丸となって取り組むことで、
社会や人々の課題を解決し、SDGsが目指す持続可能な社会の実現に一層貢献していきます。

SDGsへの取り組み
Appendix

○ 紙の会員証廃止（デジタル会員証への移行）
紙の資源削減による森林保全を目指します

○ 働きやすい環境づくり
テレワークを推奨し個人、地域の持続可能な成長を目指します
コロナワクチン休暇、インフルエンザ予防接種の費用負担など、
従業員とその家族が安心して働ける環境目指します

SDGsとの対応 取り組み内容

住宅設備の延長保証サービスによる貢献
○ 当社延長保証サービスの促進により、住宅設備の修理に
よる「使う責任」及びごみの削減に貢献します
提携企業様のパートナーシップによりともに成長を目指
します

延長保証サービス運営方法の工夫による取り組み

その他取り組みによる貢献 ○ 使用済み切手の公益社団法人への寄付
公益社団法人を通してアジアやアフリカの保険医療教育への協力

○ 各種団体への寄付
セーブザチルドレンへの寄付を行っています
公益財団法人を通じて「南スーダン難民の保健衛生」プロジェク
トへの寄付を行っています
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免責事項

• 本資料には、当社に関連する見通し、将来に関する計画、経営目標等が記載されています。これらの将来の見通しに関する記述は、将来の事
象や動向に関する現時点での仮定に基づくものであり、当該仮定が必ずしも正確であるという保証はありません。様々な要因により実際の業
績が本資料の記載と著しく異なる可能性があります。

• 別段の記載がない限り、本資料に記載されている財務データは日本において一般に認められている会計原則に従って表示されています。

• 当社は、将来の事象などの発生にかかわらず、既に行っております今後の見通しに関する発表等につき、開示規則により求められる場合を除
き、必ずしも修正するとは限りません。

• 当社以外の会社に関する情報は、一般に公知の情報に依拠しています。

本資料・IR問い合わせ先

経営企画室 IR担当
TEL : 03-5204-0915
E-Mail : ir@jpwsp.jp


